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みんなの地質調査⑫1

小形有孔虫化積の調べ芳

貝殻や木の葉の化石はみなさんよくご存知で採集も

されたことと思います.ところが大へん小さいので

ふつうでは見逃しているような化石がたくさんあります.

ホウサンチュウやミジンコのなかま花粉やケイソウな

どです.有孔虫(ユウコウチュウ)もそのなかまで

古くからよく研究されてきました.これらの微化石は

ただ化石としての興味からだけでなく私たちの生活に

必要な地下資源をさがすためにたとえぱ石炭や石油

地下水をさがすためにまた私たちの生活のために

土地を科学的に利用するためにたとえぱ都市や工業地

帯の建設計画地盤沈下の調査農地の改造海や湖の

干拓などのためにこれらの化石が地かくの歴史を正し

く知る上で大切な役目を果たしています.

ここでは微化石のうち有孔虫(ボウスイチュウカ

ヘイセキなどいわゆる大形有孔虫はのぞく)の調べ方の

もっとも基礎的なことをお話しましょう.

1試料の採薬

有孔虫は海成層の中に広く含まれています.現在の

海の底の泥や砂の中にはたいていといってよいくらい

入っています(図1).ところが化石となるとそんなに

うまいぐあいにはゆきません.なぜかというと地層

というものは､海底にたまった泥や砂が非常にながい間

かかっていまみられるような地層になったものだから

です.このながい間に中に入っていた有孔虫の殻が溶

けてしまっていることが多いのです.有孔虫は小さく

千地万造

て肉眼ではわからないことが多いので野外では有乳虫

の入っていそうな泥岩や砂岩を採薬してきます.この

とき注意しなければならないのは

ω風化したところはさけて新鮮な岩石をとること

(口)あまり粗粒の岩;百たとえばレキ岩のような水をよく透す岩

石ではたいてい溶け去っていること

い貝化石の殻がとけて印象になっているようなところはたい

てい有孔虫も溶けていること

などです.試料の量は研究の胃的によってちがいます

カミまた岩石中に化石が多いか少ないかによってもち

がってきます.ふつう15cm×25cmぐらいの袋(ポ

リエチレン製あるいは布製)にいっぱいあれば十分でし

ょう.試料採集の計画は研究の目的に合うようにし

なければなりません.2･3の例をあげましょう.

･ある地域の地史的な変せんを知ろうとする場合には地質調査

をしながらあるいはそれがすんでからあとでその地域の

地層の重なりが最もよくあらわれているようなルｰトをいくつ

かえらびそれに滑って下の地層から上の地層へと順に試料

をとってゆきます.この場合a)岩相がかわることに試料

をとる方法とb)岩相に関係なく層厚にして等間隔の点ごと

に試料をとってくる方法とカ主あります.どちらがよいかは簡

単にはいえません.どちらにしてもあまり機械的に適用しな

い方がよいと思います.私の場合この両方をとり入れたよう

砥方法を使っています.どのようにするにせよ必ず地質柱

状図を作りその中に採集位置を記入すると同時にルｰトマ

ップにも採集地点を書き込みます

･ある地層の平面的なひろがりに応じ

て化石群集がどのように変化する

かを知ろうとする揚剣こはその地層

を水平に追跡しながら試料を採集し

注す

･ある地史的准時期の堆積環境のちが

いやその広が1)を知りたいときには

同時面を示す鍵層をみつけその地

層のあるいはその直上または直

下の地層のなかから試料をとってゆ

きます

経験をっんでゆくとルｰぺ(×

10～×25)を使うことによって

試料の中に化石が入っているかい

ないかわかるようになります.

図1日本海竹島付近の海崖(390皿)の泥の中の有孔虫群集(σ"伽7加ωμ焔飲加"みすじほりふさ

添い科を優占種とする放散狙漉綿の針も多い)�
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ですかち上に述べた種々の採集計画を立てたときに

その基準をあまり機械的に守りすぎて近くに化石カミた

くさん入っている部分があるのにそれを採集せずにお

くことはよくありません.

2試料から有乳坦化石をとリ出すための処理法

i)岩石の粉砕(図2):試料を鉄製乳鉢に入れて乳棒

でたたきながらくだくか適当な紙箱の中でハンマｰでたた

きます(このときすりつぶすようにしてはならないたた

き割るか押しつぶすようにしてくだいてゆく).十分くだ

いた後2mmぐらいのふるいで分別しふるいを通ったも

のを試料とします.

葦葦一

ii)試料の杯盤(図3):このようにして用意した粉末試

料の申からある一定量を使ってその中に入っている有孔虫

化石をとりだします.このとき試料をどれだけ使うかとい

うことはその中に有孔虫化石が多いか少ないかによってち

がってきます.結果からいえばふつうの場合200個内外

含まれているだけの試料をとり脚せぱよいのです.なぜな

ら200個ぐらいの有孔強化肩をとり出して各種別の百分

率を求めるとほぼもとの岩石中に含まれる群集の組成と一

致することが私のこれまでの実験で鋼られているのです.

ところが非常にたくさんの有孔虫化石を含んでいる岩屑(た

とえば富山県下の藪田層では試料19中に有孔虫が工500個以

上も入っていることが珍しくない)ではそれに応じて少

なくとも500個以上とり閏さ癒いと組成は安定しないこと

図凄試料の公敵滋鮫総数譲淋勧腺災

納豆鰍嗣唱党秘嚇箏分紡織

図2

試料のあらくだきす

蔓つぶし一ζはv･けない

1鱗一泳総棚臓勅拠素篭忍と鰯簿概燦

図7保存小さな鋤瀞こ人ね幾多こチｰ夢登繕久噌唱のも姑･�
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もあります.ふつう粉末試料を四分割法をくりかえして20

9だけとり出しこれを使うようにします.

iii)試料の分散(図4):とり出した209の試料をビｰカ

ｰに入れ試料がちょうど水にひたる位まで水を注ぎます.

これに数滴の過酸化水素水(30%の濃度のもの)を加え1

目ぐらいそのままにしておきます.その後水をたっぷり加

えて静かに加熱し30分～1時間煮沸して岩石の泥や砂粒を

よくほぐしてやります.

iv)小競と乾燥(図5･6):ビｰカｰの試料を200メッシ

ュのふるいの上にあげてシャワｰで水洗します.十分ほ

ぐれていない試糊ま指先で押しつぶすことはよいがふるい

の上ですリつぶしてはいけ蜜せん由イ蝸も}織に婁)れて

し弧蛇'砧㈹比蜘た紬登蹴で討峠わ

せセ和けルし花感じ淡なく愈枇は水洗は一1{分で慈ています

からふるいの上級残っ夜もの薮元碇)ど岬劣岬争ζもどし静

かに力燃するか乾燥鵠の申牢くれて乾燥し談す古

V)燦律(鰯?)にうしてで書た検鏡試料は小窓恕錯

簡あ馳'は轡ビン紀久机賦料番号麓地赦紀踏襲松嶺項を

記入脈傑碕嚥氷

㌀

vi)試料の分割(図8):このようにしてつくられた試料の

中から有孔塑比肩をとリ出すまえに1度顕微鏡で見てみて

もし比肩が非常に多いときには四分割法によって試料を適当

に分けます.200個くらいどり出せば組成が安定ナるから

といって試料を分割しないで次々と比肩をとリ出し200

個になったらやめるようなことをしてはなリません.この

よう准やリ方でとリ出した200個の群集の組成は芯との群と

はちがったものになるからです.試料を分割する方法の簡

便なものとして厚紙の隔壁をつくってそれに試料を注ぎ左右

に2分しこれをくりかえして分割してゆきます.

駄蔓猟興

有乳虫化宿をとり出す

亘)検鏡に必纂なもの(図9)

･顕微鏡(双眼実狐顕微鏡を使う倍率は30～60倍生物

顕微鏡でも兇免か'ことはないが不便)

･検鏡用シャｰレ(標本周ガ茅スぶた丸箱のふたを使って

f乍れる)(鰯工(,)

･試料散布用紙わく(鰹旧)

･小筆(顕微鏡γで比肩をひろい蝸した1〕観察のために

向きを変更衣リする⑳紀使う昔･いちばノ)小さな

面相撃淡拙')

･紙製プレパラｰト(厚紙び)ノレパラｰ詳で串央紀丸いく

ぽみがあって底に黒い紙がはりて勅る浦販され

ている)

･のリ(タラカントゴムのりカ拙い市販さている粉末の

タラカントゴムを水の刺ζ入れ線かに熱してカタ

クリ状にする)

←鯛,繍_〆

鰯工1

紙料散布淵搬わく

ボｰル紙でつくる

量蔓)｡宥馳塊化石のひろい出し(図1黛)

談ずシャｰレに克がかれた方眼に合わせて紙わくをお

意管ひんぼ保存された試料をその串にごく薄く散布し

藍す巾顕微鏡下で方眼の1つ1つを順を追って調べて

ゆ巷有孔幽化石がみつかったら小筆に水を浸してそ

'の化府紀軽くふれるお化有は筆先にくっつきます｡

これを用意した紙製プレパラｰトの穴の中に入れ襲す｡

このよう紀して管びんの試料全部について検鏡し藍す苦

いくら蝪QQ個紀達し花から批ツて漣中でやめてはい

図12顕微鏡で有孔出化石をさがす�
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図13虚足を出して食物をとらえている有孔虫(9〃吻〃｡ω脇σ

舳1gα沽シラガイ科(森島･千地撮影1959)

けません.というのは管びんの試料は粗粒のものが

先に散布されあとになるにしたがって細粒のものが残

ります..もし途中でやめると大きい種類だけカミひろ

い出され小さいものは残ってしまうことになってと

り出した凝集はもとの試料の中の凝集とはちがった組成

になるからです.

全部の試料から有孔虫化石をひろい出したら次は分

類です.有孔虫はあとでのべるように非常にたくさん

の種類がありますから名前をっけるにほ専門的な知識

と多くの文献を必要とします.ここではあとに述べる

ような形態上の特徴に注意しながら一応分類して別

女のプレパラｰトにはりつけます.有孔虫化石をプレ

パラｰトにはりつけるには小筆の先にタラカントゴム

液をひたしてひろい出しと同じようにして行ないます.

ゴム液が乾くと化石は穴底にはりつきますがあとで観

察のためにほがしたいときには水をつけると簡単には

がれます.

このプレパラｰトを保存するには穴の上にカバｰグラ

スをはりつけておくとほこりカミ入ったりもしのりが

はがれたときでも化石が失われることが防げます.プ

レパラｰトはプレパラｰト障子に並べて保管するのがも

っともよいようです.

4有乳虫とは?

海底の泥や海藻の根っこにくっついている砂や泥をと

ってふるいの上でよく水洗いし乾燥した後顕微鏡で

調べてみましょう｡きれいな砂粒がたくさんみ羊ます.

これにまじってミジンコや小さな幼貝･海藻のくずなど

と一緒にカタツムリやアンモナイトのような形をした小

さな殻がみられます.動物図鑑で調べてみるとコマ

ノ･リガイ･フセハリガイ･ヒラタジラガイ･クサビドロ

ムシなどの名前がみつかります.これか有孔虫といわ

れるものです.殻は白くて瀬戸物のように見えるもの

(ヒラタジラガイなど)半透明で白くすりガラスのよ

うにみえるもの(コマノ､リガイ珪フセハリガイ校ど)

また砂粒でできているもの(クサビ～ムシなど)など

があります.これが有孔魚の殻です｡有孔虫の殻は

巻いた貝のようにみえ婁すが生首ているものを顕微鏡

でみますと中にははっ巷りと屍えるものは何もあり蜜

せん.ところが静かに観察をっづけるを殻の王都か

ら透明な物質カ油てきて鰻全体をうすいフィルふでお

おいさらにこの物質は細い糸状になって四方紀のぴて

ゆきます.これが虚歴あ馳･は偽昆といわれているも

のでそれをよくみると小さな粒状の沸動がみられ塞

す.この殻の中に入っている生体はこのようにアメｰ

バのなかまである単細胞の動物です.虚足はからだを

支えたりゆっくりと移動したり食物をとらえる役目

をしているようです(図13).

5･有乳虫の殻の形と分類

小形有孔虫の殻ほ大小さまざまの大きさですがふつ

う1/1om㎜から1mmの直径をもつものが多V･ようです.

直径2mmから工/1仰mまでの岩片を秒といいますから

小形有孔虫の大きさはふつうには砂粒ぐらいと思えぱよ

いわけです.しかし特別に大きなものは直径5皿伽以

上に達するものも珍しくありません.熱帯･亜熱帯地

方の暖かい浅海やサンゴ礁には大きいものもあり･ます

(図14).

有孔虫の殻をつくっているのは何でしょうか.白い

瀬戸物のように見えたり薄いガラス質のようにみえた

りするのは炭酸カルシウム(CaC03)を主成分としほか

に炭酸マグネシウム(MgC03)･二三酸化鉄(Fe.03フニ

酸化珪素(Si02)が少量混じってつくられた殻です.こ

のよう'な殻を石灰質殻といいます.この殻は方解石や

アラレ石でつくられているといわれています.さてこ

の石灰質殻をよくみますと外観上2つに大別できます.

1つは白い瀬戸物様のもので表面はすべて光沢があり

FOramininaといわれる小孔がみられないものもう1

i4熱帯の浜砂にまじっている犬き淀有孔虫(島エｰカレドニア産)�
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鰯工5

鶴子顕微鏡写真

ム壷〃あ撫伽腋vo`･

〃加ぬの殻の表嚇の

玉音憎(x5,000)

(塩顧･千地撮影

工966)

ってあいて〆るものです.この小孔は種類によって非

常によくみ克'るものと低倍率の顕微鏡では見えないほ

ど小さいものがあります.また殻の表面での分布のし

かたもちがうようです.この小孔は中の原形質が外に

通ずる孔だといわれています(図工5).もちろん原形

質はあとでのべるように最終の房室の口孔からも外に通

じます.この他に有孔虫には小さな砂粒や泥粒･海綿

の針･自分よりも小さな有孔虫の殻をあつめて自分の殻

をっくっているものごくまれに原始的なものではキチ

ン質のやわらかい殻をもっているものがあります.殻

カミ何でつくられているかは有孔虫を分類するぱあいの

最も基本的な基準とされています.すなわち有孔虫

は次の5つの亜目に分けられています.

Foraminiferida(有孔虫目)

A11ogromiina(アログロミナ璽目)キチン質穀

Te斌ulariina(砂質殻有孔虫亜目)砂質殻

Fu亨リ1i皿ina(ボウスイチュウ亜目)微粒石灰質

M柵｡1ina(白介亜目)陶器様無礼万灰質殻

Ro壬a1ina(ハリガイ亜目)ガラス様多孔石灰質殻

有孔虫の殻はどんな形をしているのでしょうか.も

っとも簡単なものは徳利型｡壷型･管形などをしていて

内部が部屋に今かれていません.すなわち1つの房

室(Cha触beτ)でできています.殻には必ず1つ以上

の大きな口孔(Ap酎蛆e)があり護す､有孔虫という

名はこの口孔があるこを紀出来してい凄す､単一の房

室で殻カ婁で巷ている単純な形のものは少なく多くのば

あい有孔衷の殻はいくつかの房室が壌讃ってで書てい

ます.これは有孔虫の生物体が成長して大慈くなる

(成長といっても多細胞の生物のように細胞秘増えて大

きくなるのではあり凄せん)紀つれて新しい房室を

つくって次店終つけ加えてゆくのです｡ごの場合

房室の形そのもの紀よっても殻の形はちがって来凄すが

たとえ同じ彩の房蜜でありてもその配列喜はりて殻の

形がちがりて来凄す｡把と免ば球状の房室が次店と

まっす一ぐぽつけ加えられてゆくとち攻うど真珠のネッ

クレスを一直線にのばしたような形の殻がで慈上り蜜す出

ところがら線状ぽ巻慧上っ花りぐるぐる&蛇がトグ

ロをまくようぽつながってゆくと殻全体の形は凄たぢが

ったもの紅なり談す冒次冷とつけカ籟わった房室は五

つまえの房室のQ孔を抽おいしたがって殻をつくる

いくつもの房室は最初の小窓いもの(初房)から鍛後の房

までがお互いぼ連絡することは放り凄す､有孔幽の串

には口孔から次の房室のQ孔へと連絡する衛板(T⑪0th

P]ate)をもつものがあ服す由房室&房蜜の区帥は

隔壁(S如嚇至)ともいわれこの隔壁は殻グ)表面に縫

合線(Sutリ･e)となってあらわれます.以上の殻の形･

房室の配列･口孔の位置と形･歯根の構造･口孔や櫨板

･副口孔･表面の小孔に関する内部構造などを基礎とし

て有孔虫の亜目以下の分類がなされています.

最近出版されたTreatise㎝InvertebratePa1eonto-

10gy=(C)PrOtista2には上下2冊にわたって有孔

虫の分類と各亜目･超科｡科･亜科･属の特徴がくわし

くかかれています.専門的に研究しようとする人はぜ

ひ備えておく必要があります.この中では有孔虫はさ

きにのべたように殻を構成する物質によって5亜目に分

けられさらに主として殻や隔壁の微細構造によって17

超科それを殻の形房室の配列口孔の形その他の形

態上の特徴によって98科に分類しています.このうち

キチン質の殻をもつAllogromiinaは1超科2科砂質

殻有孔虫のTextu1ariinaは2超科14科ボウスイチュウ

のなかまのFusu1ininaは3超科20科シラガイ亜目の

Mi1io11naは1超科7科ガラス様多孔石灰質のRotalina

は10超科55科となっています.このうちFusu1ina亜

目は大部分がペルム紀に絶滅しごく1部だけカミトリア

ス紀にみられるにすぎません.

房室の配列

配列の基本型には8つのタイプがあります

I1個の房室よりなるもの

皿'直線またはゆるくカｰブした線にそって1列に配列する

もの

11I直線上に2列に配列するもの

wラセン状に巻いて配列するもの

Y1つの軸のまわりに18ぴまたはそれよリ小さい角度に

交互に発達するもの

w渦巻状に巻くもの

a)左右対称のもの(オオム異型)

b)左右非対称のもの(コマ型)

畑同心円的または環状配列のもの

佃不規則な配列をするもの(浅野1954による)

房室の配列は上のような基本的なものだけでなく成�
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図エ6

工碓8榊(1型)

D閉切脇"(皿型)

Bτづ刎脇"(皿型)

肋脇伽〃"(w型)

房

室の配列の

5.9ω伽卿31㏄〃伽α(V型)

6.8妙か｡106〃劫ω(V型)

7.0ヵ舳6ω脇α(Wa型)

8.1≡:1ψん{∂ε"ξ閉"(V-a型型)

基

本

�

��

��

��

型

α〃σ〃ω(Wb型)

%1㈱腕3〃α(Wb型)

Co榊洲加榊(W型)

0o閉伽が伽榊加(佃型)�
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図]9饒孔のv'ろいろ

工単純不規則形価多孔群集形

皿円形皿多孔ジェズ形

皿スリット形Xサイネン形

IV三カ月形XIびん口形

V半月形畑ルｰプ形

wアｰチ形x皿放射影

w樹枝形

ですからどうしても専門的な参考書を

勉強しなけれぱいけないことになります.

わカ洞では有孔虫に関する図譜類がほと

んどありませんが浅野清氏著mustrated

���杵��慰慮��敲瑩�祓��敲

Foramini{eraというのがあって第三

亀

仰

堀

�

紀の化石有孔虫の代表的なものがのせられています.

また新目本動物図鑑(北隆館)の〔上〕には日本の現

世の有孔虫のうち39科の代表的なものがのせられ癬説

がつけられています.ですからいままでにのべた形

態上の特徴とすべきところに注意しなカミらこれらの図

と解説によってそのものずぱりとまではゆかなくても

これに近いなかまだなということはわかると思います.

そのような便宜のために新目本動物図鑑にのせられた

科名をTreaticesonInvertebrateP副e㎝tologyで使わ

れている分類に対応させて表示しておきましょう.

Textulariina(璽目)

砂質殼有孔虫亜目Ammodisca㏄a(趨科)一

Astrohizidae(科)

1!111ト1111(11)

くだどろむし科Rhlzammmmae

しりぷとどろむし科Hipp㏄repmmae

とっくりどろむし科一Sa㏄amminidae

うずどろむし科Ammodlscldae

���慣�

じゅずどろむし科Hormosmldae

くるまどろむし科Lltuolldae

くさぴどろむし科Textulamdae

はなどろむし科Tr㏄hamm1dae

舳Hmllae

��潰桲慧浩�慥

みへやくさぴどろむし科一Yemeuilininae

ろとがたどろむし科一Valvu1inime

��漱楮愀

白介亜目Miliolacea

うずしろがい科Flshermldae

しろカミい科一Millo11dae

副���

破璃介亜目Nodos航ia㏄a

じゅずはりがい科Nodosamdae

ふさはりがい科一Polymorphmldae

��浩�捥愀

ねじリはりふさがい科Tumlma㏄a

○､o

��

観

○､

《脅

㎜吸

へ牟へ

ふたすじはりふさがい科一一一Bo11vmldae

みすじはりふさあ茎い科一Bu11mmldae

くぴみすじはりふさがい科一一一一Uvigerinidae

�獣��捥愀

ひろはらこまはり淋い科一一一Dlscorb1dae

すじはらこまはりがい科一一一一一一一Glahrate11idae

ふちぎざはりポい科一一一一Slphonmldae

副��慣�

こまはりカSい科Rotalndae

すじあなはりふさがい科亙1phldlldae

Globi霧鉱i皿acea

すずうきがい科一一一一G1oborota111dae

�潢�敲楮�慥

たまうきがい科一一Gl◎b1germmae

たまはりがい科一Sphaerωdmenmae

Orbヨtoidacea

ふたえこまはりかい科Epo㎜dldae

こいしはりふさがい科Amph1stegmldae

せつきはりがい科一Clb1cldae

まわリくちひらはりがい科Planorbu1m!dae

ふたえこまはリ忠どき科一一一一Cymba1oporldae

���由楮慣�

ふたすじはりふさもどき科Caucasmldae

ゆびくみはりがい科Cassldulmidae

ひらまきばり柳･科N㎝!onidae

つぷこまほりもどき科一A1amamm1dae

つぶこまはりがい科一一･一一一一一r-Anomalinidae

副�牴楮慣�

こまあられいしがい科c級鋭挑舳舳測d漉

6顕徽鏡写興⑳と犠坊

有孔虫の顕微鏡写真はなかなか&り紀くいものです吉

というのは岩石薄片や生物の組織薄片のようなものは乎

面的ですからよいのです淋有孔嵐のような立体的なも

のは全体にピント淋合めないからです､しかも〉ンズ

の焦点深度を深くすれば解像カか悪くなるのです昔焦

点深度は倍率を上げるほぎ濠kなるのでで曹るだけ低

倍率でしかもフィルム繭紀大書く写すζとを考免なけ

れぱなりません.私淋使烈ている撮影法をご紹介し濠�
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しよう.

必要なもの

顕微鏡:普通の生物顕微鏡(傾斜鏡筒は不向)

レンズ:(対物レンズ)アクロマｰトの×3x1O

(接眼レンズ)P×5P×10

カメラ:35mm1眼レフ

支持合1引伸機のアｰムをかえてカメラを取リ付けられる

ようにしたもの(アｰムは市販品あり)

光源:顕微鏡照明装置3台

その他:接写リング･黒布製円筒(直径5H8cm長さ

30c㎜ぐらいで両端にゴムひもを入れてしぽる)･

緑色フィルタｰ(ケンコｰP01)3枚･露出計

(セコニックミクロメｰタ,)･レリｰズ

写真材料:(フィルム)ミニコピｰ(現像薬)ミクロファイ

ン(印画紙)フジブロマイトAMまたはベロナ

AMその他

はASA32に合わせておきます.振針の振れから絞り

と露出時間の組み合わせ淡出てきます.このうち絞り

をF:1のときの露出時間をもってこの場合の適正露出

時間とします(ただしこれは私の使っているカメラと

露出計の場合にいえることで他のものを使うときには

前もってどの組み合わせカミ適正露出であるかためし写し

をした上で決めなければなりません).ヒの適正露出時

間を中心としてその1/｡～1/3と2～3倍の時間をかけて

同じ写真を3枚うつしておきます.現像後この3枚の

中から最もよいものを採用すればよいのです.こうす

ることはフィルムは無駄になりますが後で写し直しな

どすることもなくかえって時間的にもまた費用の点で

も経済的です.

装騒の組み立て

ますカメラのレンズをはずし接写リングに替えます.

カメラを支持台のアｰムにとりつけレンズ穴の中心の

真下に顕微鏡の中心がくるようにおきます.3台の照

明装置に緑色フィルタｰをつけて裁物台に対しほぼ45｡

の角度で3方向から裁物台の中央を照射します.黒い

布でつくった円筒で顕微鏡とカメラを連結します.こ

の部分は市販の蛇腹を手作りで改造するといっそうよい

ものになるでしょう.カメラの位置を上下させること

によって同じ顕微鏡の倍率は同じでもフィルム面での

大きさを変えることができます(図20).

掘影プレパラｰトにはりつけた標本を双眼顕微

鏡でしらべて撮影位置を正します.いよいよ撮影にか

かります.プレパラｰトを裁物台にのせカメラのフ

ァインダｰをのぞきながらピントを合わせる.露出時

間の決定は大へんめんどうですがCdP電池を用いたマ

イクロメｰタｰカミこの困難さをすくってくれます.マ

イクロメｰタｰの受光窓をカメラのファインダｰに密着

させ指針の振れを読みます昔メｰタｰのフィノレム感度

とる装置

現像と引き伸し

この作業は絶対にDP屋にまかせてはいけません.

フィルム現像の場合こちらの指定した薬品･液温･時

間を厳密に守ってくれるところはまずないと思わねばな

りません.引き伸しにしても指定した倍率はとても

期待できませんしまた写してあるものが引き伸しをし

ている人に何だかわからないので満足な仕上りものぞ

めないからです.

フィルムの現像にはミクロファインを使い2ぴCで

10分の条件を厳密に守ることが大切です.引き伸しに

はフジブロマイトAM2が最適です.この印画紙はデ

ィテｰルカ三よく表現され仕上り後鉛筆で修正が容易で

す.同じ半光沢紙でも種類によっては全く鉛筆のの

らないものがあります(たとえば月光Rなど).

なお引き伸しのとき倍率を正確に決めるために撮影

のとき条件カミ変るたびにすなわちレンズの組み合わ

せをかえたりカメラ位置をかえたりしたときには必ず

マイクロメｰタｰをプレパラｰトの位置に置いて撮影し

ておけば便利です.(筆者は大阪自然博物館館長)
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